




























以下のことが明らかとなった｡ 1)産卵環境 を認識 したアユ雄では､精液量が増加し
スパマ トクリット値の低下が起こる｡2)このような雄は雌の排卵 を促すフェロモ ン
を放出する｡ 3)環境に入った雌は雄からのフェロモンを感受やきるようになる (咲









産卵環境 に入ったウグイ雄からは雌を誘引するフェロモ ンが放出される｡ しかし､雌
におけるフェロモンの感受はアユと異な り､産卵環境がどの程度関与 しているのかは
不明である｡ 現在､産卵期の雌における匂いの感受機構を解明するための研究を進め
ている｡
本シンポジウムでは､これまでに得られている情報を基に成熟 ･産卵期の魚類 におけ
る生息環境 と生理現象について話題提供を行う｡
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